
 
 
 
 
 

第１学年  算数科学習指導案 

たすのかな ひくのかな 

竹原市立中通小学校 
指導者  藏本 利恵 

１ 単元のねらい 
 

○  同じ場でたし算の問題とひき算の問題を混

ぜて取り上げることで，加法及び減法の意味の

理解を深める。 

○  生活場面での適用題を解いたり，問題づくり

をしたりする。 

○  習熟の程度に応じた指導を取入れる。 

指 導 方 法 の

工 夫 改 善

 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成
 
 
○  自分の考えを，操作で表したり，図や
文にかいて表現したりすることができ

る。 
○  「わからない」「おかしい」「○○と考

えた」というように考えや疑問を言葉で

表現できる。 

                                     学 習 内 容

 
○  場面に即して，適切に演算を決定したり，ある数量を他の数量に置き換えて解いたりする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 単元の系統性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 児童の実態（２４名中） 

６ たしざん（１） 

11  たしざん（２） 12  ひきざん（２） 

10  ３つのかずのけいさん 

７  ひきざん（１） 

プレテストの結果〔内容：ひきざん（２）〕 

○くり下がりのひき算の計算問題 
    正解率 80％以上････１９人 
正解率 80％未満････  ５人 
○求残の文章題 
    正解････２１人，      式のみ正解････２人 
不正解････１人 
○求差の文章題  
正解････１０人，      式のみ正解････７人 
答えのみ正解････２人，不正解････５人 

13  たすのかな ひくのかな 

プレテストの結果〔内容：たしざん（２）〕 

○くり上がりのたし算の計算問題 
    正解率 80％以上････２１人 
正解率 80％未満････  ３人 
 
○合併の文章題 
    正解････２１人，  式のみ正解････３人 
 
○増加の文章題  
正解････１８人，  式のみ正解････６人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４  単元の目標と評価規準  
 ア． 算数への関心・意欲・ 
態度 

イ．数学的な考え方  ウ．数量や図形についての 

表現・処理  
エ．数量や図形についての

知識・理解 
単  
元  
目  
標  

計算について関心をもち，

場面に即して，どんな計算に

なるかを考えようとする。 

場面に即して，演算を決

定したり，ある数量を他の

数量に置き換えて考えるこ

とができる。  

場面に即して，加減の演算

を決定し，立式して答えを求

めることができる。 

加減の用いられる場面や

ある数量を他の数量に置き

換えて計算することを理解

している。 

評  
価  
規  
準  

①  計算について関心をも 

ち，場面に即して，どんな

計算になるかを考えよう

とする。 

 

①  場面に即して，演算を

決定する。 

② ある数量を他の数量に  

置き換えて考えることが

できる。  

①  場面に即して，加減の 

演算を決定し，立式して答

えを求めることができる。 

 

①  加減の用いられる場面

を理解している。 

② ある数量を他の数量に  

置き換えて計算すること

を理解している。  
 
 
５  指導計画（全５時間）  

学習内容 学習形態 時数 評価規準 
１ イー① たしざんやひきざんの場面を捉えて，加減の演算決定をし，

問題を解く。（本時１／２） 

一斉 
ミニ習熟 １ エー① 

雪遊びの絵を基に，加減の問題作りをする。 一斉 
ミニ習熟 

１ アー① 
ウー① 

１ イー② ある数量を他の数量に置き換えて演算決定をし，問題を解

く。 
一斉 
ミニ習熟 １ エー② 

 
 
６  本時のねらい  
 

    学

習 

内

容 

  【ねらい】○  たし算やひき算の場面をとらえて，加減の演算決定をすることができる。
（考）      

 
 
 
   コミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成

     
【ねらい】○  数図ブロックの操作や図を手がかりにして，自分の考えを書いて表現する

ことができる。 
 
 
 
 
    指

導

方

法

の

工

夫

改

善

   【ねらい】○  「ふかめる」場面にミニ習熟を取り入れ，個に応じた支援を行う。本時の
学習内容が理解できた児童は自分のペースでプリントの文章題を解いたり，

問題作りをしたりする。支援の必要な児童は１カ所に集めて教師が支援しな

がら，類題を解く。 

 
 
 
 
 
 
７ 準備物  
教師   情景図，キャラクターの絵（掲示用），ワークシート，適用題プリント 
数図ブロック（掲示用，個別指導用） 

  児童   数図ブロック  
 

 

 

 



８  指導過程 
学習活動  
 

指導上の留意点 

◎･･･評価，〔 〕･･･評価方法

 

 

１  問題場面を理解し，解決の見通しをもつ。 
① 情景図を見て，問題場面を理解する。 

 

 

 

  ② 尋ねる文を予想する。 

 

 

③  問題の中のわかっている数に赤丸，聞かれていることに

青線を引く。 

④ 赤組，白組の子どもの数を数図ブロックで表す。

⑤ たし算になるか，ひき算になるか考えて挙手する。

⑥ 式を立てて，発表する。 

 

２  学習課題をつかむ。 
 

 

 

 

 

 

・ 情景図を提示し，気づき

を発表させることにより，

 場面の様子を把握させる。

 

 

 
・  予想を言わせてから問題  
文を提示する。  
 
・  机間指導をしながら，全員が 
記入できているか確認する。 
 
・  見通しを立てることにより，
課題意識をはっきりさせる。 
・  出てきた式を板書する。 

 
・ 学習課題を板書する。 

 

 

 

３ 自力解決をする。 

 

 

○５＋６，６＋５        ○６－５，５－６   

  

 

 

 

 

 

 

 

・  全員がワークシートに式がかけ

るように時間設定をする。 

・ つまずいている児童への予想さ

れる支援。 

①  問題を正しく読み取ってい
るか自分の言葉で説明させ

る。 

②  数図ブロックを操作させる。
③  行った操作はたし算かひき
算か考えさせる。 

④  判断した理由を言わせる。 
⑤  かき方でつまずいている場
合は，○図や絵の入ったヒン

トカードを与える。 

⑥  操作や考えを言葉で説明さ
せて，その通りかかせる。 

 

 

つかむ 

あかぐみ ５にん，しろぐみ ６にんに わかれて 
ゆきがっせんをしています。 
 

ゆきがっせんを しているのは なんにんでしょう。 

どうして そのしきに なるのか かんがえましょう。 

きょうかしょのえを見たら，ゆ

きがっせんをしているひとが

１１人いたから。 

「あわせて」「ぜんぶで」「ふえ

ると」というような言葉がな

い。 

あか●●●●● 
しろ○○○○○○ 
白が一つ多い。 

ゆきがっせんをしているひと

は，あかぐみとしろぐみをあわ

せるから，５＋６で１１． 

あかぐみ          しろぐみ 
●●●          ○○○ 
●●            ○○○ 
みんなで１１人 

●●●●●←○○○○○○ 
あか５人としろ６人をあわせ

る。  

予想される児童の反応 

◎  自分なりの理由をかき表すこ

とができたか。【考】 

〔児童観察，ワークシート〕 

さぐる 



 

 

４ 演算決定の理由について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  ５＋６のたし算になり，答えは１１であることを確

かめる。 

 

 

・  一部の児童だけの発言に

ならないよう「どこがわか

らなかった」「ここまでわ

かった」といった発表もさ

せる。 

・  全員が練りあいの場に参

加できるよう，大切な部分

は復唱さたり，同じ操作を

させたりする。 

・  「５－６」などの式が出

てきたときには理由に簡単

に触れて間違いを正す。 

・  「６－５」が出てこなか

ったときは，必要に応じて

教師から出して，ゆさぶり

をかける。 

・  「みんなで」（「ぜんぶ

で」「あわせて」）と書い

た吹き出しを用意してお

き，問題文のどこに入るか

考えさせる。 

  

  

６ 他の文章題を解く。 

○１問目は全員一斉にする。 

 

 

 

 

 

○２問目以降はミニ習熟の形で行う。 

 

 

 

 

 

 

 
・   隠れている言葉をみつけさせる。  
・  必要に応じて数図ブロックで操作

をしながら考えさせる。 

・   １問目でつまずいた児童には，一
緒に操作をしたり，ヒントの入った

プリントを渡したりして支援する。  
・  できた児童は自分で答え合わせを

して次のプリントへ進むが，つまず

いたときには教師のところへ来させ

る。 

 

 

 

７ 本時の学習をふり返る。   

      

 

 

・  今日の学習でわかったことをふり

返らせる。 

ねりあう 

たしざん ひきざん 

ミニ習熟 

１問目の様子を見て，つまずいている児童を集めて，

支援する。理解ができるようであれば，自分の席へ戻り，

自分のペースでプリントをする。自分でできる児童は，

２枚目以降のプリントは自分で答え合わせをし，自分の

ペースで次のプリントへ進む。 
 

ふかめる 

「ちがいは」や「どちらがどれだ

け」っていう言葉がないよ。 

絵を見たら，雪合戦をしている人

はみんなで 11人いたよ。 

「あわせて」や「みんなで」や

増える言葉もなかったよ。 

「みんなで」っていう言葉が隠れているんじゃないかな。 

本当は「雪合戦をしているのはみんなで何人でしょう」っていう問題なんだ。 

だから，たしざんで「５＋６」になるんだね。 

減る言葉もないよ。 

あかい ちゅーりっぷが ８本， 
きいろい ちゅーりっぷが ７本あります。 
ちゅーりっぷは          なん本あるでしょう。 

◎  場面に即して，演算を決定す

ることができたか。【考】 

〔児童観察，ワークシート〕 

赤組対白組だから，「比べる」と

思ったから。 

まとめる 

 


